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暗　渠　排　水　の　効　果　に　関　す　る　研　究

第1報　垂粘残耕土水田地帯の上壌断面の変北について

菅　　野　　　　　止・鈴　　木　　平

関　　根　　勇　　治・新　　妻　　芳

（福島県展試）

1．　ま　え　が　巷

福島県には重砧浅耕土水田が8，（伽加　程あって．この

改良方法として砂の客人．深耕．暗楽排水等が多少行わ

れて来たが何れも間垣が伐っている・餐者らは特に深耕

について試験を行った結果謳漑水の垂直移動がかな少あ

るところでなければその効果を期待する串ができない尊

は既に報告した．重粘浅耕土では透水性が悪い場合が多

いから先ず暗渠排水を行ってから深耕又は砂の客人を行

うのが妥当であると思われる・

暗巣排水の効果或は土鰻に及ぼす影響については既に

多くの研究があ少はゞ明らかになって米ているが重砧地

の暗排については疑問とするところが多いので効果の現

れ方や吸収東との的係について若干調査した・その結果

について報告する．

2・　鵬　重　方　法

1　場所

福島県信夫郡信夫村大字小田地内1∝lれ　この地区は

福島盆地の南端にあって土凛型は3つに分れる・①，泥

炭浅庸型土巌，①クライ土塊，②次陶色土農．何れも作

土は非常に重柘である，エ事前は二毛作の全く出来ない

湿田であった，

2　時稟排水施行

昭和淡年度（調査昭和訂年n月）

＆　鯛査方法

集水兵の影響を逝けるためこれより細別m離れ，吸水

楽から2m，5払．7・5恥の地点について土農断面を調

査した．吸水巣間隔遁瓜で，7・5mの地点は吸水巣の中

間に当る．

る・　編集及び考嚢

L　土虞の物理性

用　土膿構造

全届にわたって吸水東の近くが非常に良く発達してい

るがクライ土農では吸水東の中陶（7・5mの地点）がヤ

ゝ少ないようである．泥炭浅膚型は深さ釦何位迄塊状一

細塊状，それ以下塊状が多い．灰陶色土壌は吸水巣の近

くは深くまで細塊状が多いがこれより敗れると塊状一柱

状が浅いところから見られるようである．

¢）土壌の俊さ

一敗に吸水巣の近く，表面に近い部分が比較的硬いよ

うである．泥炭浅層型は他の土壌型よりやゝ軟かい

（第2匝i）．

田）グライ届の深さ

グライ土壌にだけ見られるが吸水柴の中間が最も高く

残っている（第3囚）．

之　土農の化学性

土劇の分析結果は第1表の通わである．吸水東からの

船艇によって差がみられたのは遊離酸化鉄と置換性石灰

でめる．タ〟は全般に1屑よカ2屑が高くをっているが，

その他の項目については土壌区間の差異はあっても吸水

楽からの距離に上る影響は引ほど扱者に現れて来ていな

いようである．

q）置換性石灰

一般にCdが昭楽排水によって下層に漁乏する頓は充分

考えられるが，泥炭挽屑型では吸水巣直上の2層．3属

が少をいがこれはそれより下届に流れてしまったものと

考えられる．クライ土壌では吸水躾から離れると少なく

なるが層別にみると2屑に多く鋸屑に比較的少ない．灰

胞色土盛は前2つの土劇型の中間の傾向である・以上の

革は各土盛型の排水の良否から考えて当然の様に解され

る．

¢）遊触酸化鉄

Cαほど扱者ではないが泥炭浅膚型は3届が1－2届よ

的非常に少ない．灰掲色土塊は3届に多く，しかも吸水

楽から2恥の地点に多く7・5mの地点に比較的少なレ㍉

グライ土鰻でも同じ様を傾向が2－8盾にみられるが．

2屑は1届工少多く，3膚は1届より少なく排水や地下

参透水が前の2土凛型工少緩鰻に行われているためであ

ろうと思われる，

4．　ぢ　　　す　　　び

暇巣排水の蛇管は土性，地下水の高さ，計画排水量等

K上って決められているが，土農型が兵る場合同じ配管

を行えば①泥炭（浅層型）土農．②灰栂色土壌．⑧タラ
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イ土膿では①．①，③の版序に排水の効果が早い．吸水

巣からの距離別土農断薗の構造．密度，化学性（特軋弘

一Cd・」托，0，）の差異からみて重粘土田では暗排の効

果を著しくするために吸水巣の間隔を迫れユタ鰯少した

方がエ少効果的と考えられる．

なか，今後の変化とれ拙生育との関係については継続

調査する予定である．

第1図　吸水巣と土農調査地点の関係
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第2図　土壌の俊さ

第8図　グライ届の出現位置
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第1表　土麟分析成績
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水田におけるホイルトラクターの利用に関する研究

一特に施肥作業について－

石戸谷　　　孝・武田太一

八木稀六二郎・上山順一

（青森県農就）

1．　生　え　が　舎

水田におけるホイルトラクターの利用に鵬しては．本

誌第5号に耕超整地作業について報告したが．トラクタ

ーの利用性の向上と．施肥作業の能率化を凶る目的から．

本報においては，山㌧　マこユ丁・スプレタダー利用による

堆肥散布．助．ブロードキャスター利用による肥料散布

についてその作業性能を実験訴萱し．併せて経済性の検

討を試みたので報告するものである・

トラクター

2．供試義の王贅織元

農1弄　供試機玉算諸元表

縮　　　　　　　約　　　型　　式　　出　力

－デビッド・ブラウン　　　　　8田　　　耶


